特定非営利活動法人ガチャバンともに生きる会

2008年度事業報告書

（2008年4月１日から2009年3月31日まで）

	事業名
	事業計画
	事業報告



	地域自立生活支援事業
	居宅介護支援費制度事業（地域の「障害者」が自立に向けて踏み出していけるように、当会の介助者を派遣する。体制整備をはかり、安定した派遣体制を目指す。）
	利用者数

現在８名の方に派遣しています。(ウチ１人は自立支援法外)

· その中で単身アパート生活するものが3名です。うち１名は２４時間介助体制、１名は夕方から翌朝まで毎日介助体制、もう1名は、毎日昼間の「家事援助」と夕方3時間程度の介助(他の事業所と協力で)に入っています。それぞれに生活支援責任者を置き、生活費の管理からあらゆる面でサポートしています。さらにもう1名は自宅とガチャバン宿泊施設で週４回の宿泊体制をとり、ここ1～2年での自立生活を目指しています。

· 他の４名にも希望にそえる形派遣できるようになりました。１ヶ月の総派遣時間平均（宿泊含む）1700時間
· 介助者の現状

介助者募集：新聞おりこみ求人チラシに1回採用に結びつかず。介助スタッフは、現在２７名(新たに４人就職)。長年仲間を支えてきた個人介助者(みなし資格者が多い)と比較的新しい介助者の組み合わせです。２級ヘルパー１５名、みなし１２名）

· 常勤勤務者については、雇用保険、社会保険加入。今年度新たに有給休暇、都社協の退職積立金制度に加入

｢自主研修｣

◎今年は余裕が無く全体での自主研修はできませんでした。

	
	「障害者」の就労支援事業(「障害者」と共に自然食品を地域の家庭へ宅配し、「障害者」の社会性向上や体力向上を目指すと共に地域住民の便宜、交流をはかる。
	Ｏさんは、宅配事業を1日も休むことなくやり抜いています。精神的にもますます落ち着いてきて対話の内容などにも積極性、前向きな姿勢ガ出てきています。人一倍自分で健康管理にも気を使い、身なりなどにも気を配るＯさんです。週３日、デイサービスに通っています。

	地域交流活動事業
	ガチャバン土曜の会（食事作り＆遊びの会）をおこなう。創意工夫して地域の「障害者」等の交流、親睦、安らぎが得られる場とする。週に一度顔を合わせる場はガチャバン仲間にとっても一番大切な場である。
	・毎月３回程度年間３６回実施。参加者毎回平均９名程度
慢性的なスタッフ不足で、なかなか企画が組めませんが、ボーリングにも出かけ、年末お楽しみ会を行いました。今期も世田谷プレイパーク主催のワクワク祭りに参加しました。途切れることなく続けられたことでまずはよかったです。

	
	地域の住民（「障害者」、お年よりを中心として）を対象にガチャバンカンパニー（簡単な軽作業や創作活動、リサイクル活動）をおこない、「障害者」や高齢者らの交流親睦を目指す。
また、交流や活動資金ねん出のため年数回のバザー開催。
	・毎週木曜日午後実施。参加者は毎回4名。

毎回、リサイクル品の整理や、回収した使用済み切手の整理などを行っています。地元の常連さんＩさんが今年も元気に参加してくださっています。未使用切手や、使用済みカードの売却金は通信費補助に充てています。
・バザーは烏山で2回開催しました。下馬での開催ができなかったことは残念です。

	「障害者」人権擁護意識啓発事業
	定期通信の発行をおこなう。他団体と共同で公開学習会を行い、制度学習等を通して「障害」当事者や地域住民の意識啓発をはかる。
	・定期通信「あっけら」は年５回発行。

・当会も事務局団体として加わっている公的介助保障を要求する世田谷連絡会（介助連）に事務局として参加。世田谷区交渉を年３回おこないました。

・全国地域の仲間と｢怒っているぞ！障害者きりすて・全国ネットワーク｣に結集、福祉きりすてに反対し、公的保障を要求し、自立支援法反対の運動に参加しています。厚労省交渉にも参加しました。

ガチャバン講演会は、全国青い芝の会会長金子和弘さんをお迎えして11月15日に開催しました。 




事業実施報告

　ガチャバンともに生きる会の活動も4年目を迎えました。仲間たちへの介助支援は慢性的な担い手不足という問題はありますが、スタッフみんなでカバーし、しっかりした体制を組むことができました。現在８名の仲間への介助派遣を行っています。ガチャバン発足以来の古くからの仲間が４名、比較的新しくつながりができた仲間で法人以後派遣を始めた人が４名です。ガチャバン仲間の地域生活を安定した形で支えていくというガチャバンの大きな柱はあらゆる面でまだまだ不十分です。

また、一方で地域の人たちや同じような取り組みをしている人たちとの交流や連帯については、色々なつながりの中からガチャバンの名前もすこしずつ広がりネットワークができつつあるような実感が持てるようになりました。８月には国立市の方がガチャバンの宿泊施設を自立体験宿泊に利用してくれました。

国や世田谷区との行政交渉などについては、特に世田谷地域では他の団体や仲間達と共に公的介助保障の充実に向けた継続的な対区交渉を行いました。ただ、地域交流という面でいえば、下馬地域でのバザーもできませんでしたし、カンパニー活動ももう少し地域の方々に呼びかけ活性化したいところです。日々の介助活動に終われなかなか計画通りに進まなかった面も多くありますが、ガチャバンは、単に介助派遣という枠にとどまらない「地域で共に生きる」運動体としてこれからも地道な活動を続けていきたいと思います。
